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轟川流域　赤土流出危険度マップ（H15年 10月）

　
沖
縄
県
に
お
け
る
赤
土
流
出
対
策
初
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
轟
川
流
域
の
農
地
か

ら
流
出
す
る
赤
土
を
対
象
に
、
沖
縄
県
、
石
垣
市
等
関
係
機
関
が
、
削
減
目
標
を
定
め
て

計
画
的
に
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
赤
土
流
出
削
減
目
標
の
設
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
六
年
十
月
二
十
九
日
（
石
垣

市
大
浜
公
民
館
）
に
開
催
さ
れ
た
平
成
十
六
年
度
第
一
回
轟
川
流
域
農
地
赤
土
対
策
推
進

検
討
委
員
会
に
お
い
て
検
討
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

��

　　
石
垣
島
に
お
い
て
は
、
土
地
改
良
事
業
に
よ
っ
て
農
地
の

土
地
基
盤
整
備
が
図
ら
れ
た
結
果
、
農
業
の
機
械
化
が
進
む

な
ど
農
業
生
産
が
活
発
化
し
、
平
成
十
四
年
の
農
業
産
出
額

は
総
額
で
一
〇
九
億
三
千
万
円
（
県
内
市
町
村
中
で
一
位
）

に
達
し
て
い
ま
す
。
こ
の
農
業
生
産
の
基
幹
を
な
す
品
目
は
、

肉
用
牛
、
さ
と
う
き
び
、
葉
た
ば
こ
、
水
稲
、
パ
イ
ン
ア
ッ

プ
ル
等
土
地
利
用
型
の
品
目
が
中
心
で
、
不
利
と
言
わ
れ
る

離
島
で
の
農
業
経
営
を
、
大
規
模
化
に
よ
っ
て
効
率
を
高
め
、

農
産
物
価
格
が
低
迷
す
る
逆
風
の
中
を
生
き
抜
い
た
離
島
地

域
の
モ
デ
ル
と
も
言
え
る
よ
う
な
農
業
経
営
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
近
代
的
な
農
業
の
発
展
は
、
石
垣
市
の
経
済
を
支
え
て
き

た
反
面
、
未
整
備
の
ほ
場
も
含
め
て
、
農
地
か
ら
の
赤
土
流

出
量
が
増
加
し
、
水
路
や
川
を
伝
っ
て
サ
ン
ゴ
礁
海
域
に
至

る
と
い
う
弊
害
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
美
し
い
沖
縄
の
自
然
景
観
の
中
で
も
、
透
明
な
海

に
光
を
た
た
え
た
サ
ン
ゴ
礁
は
、
観
光
産
業
を
支
え
る
重
要

な
要
素
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
八
重
山
の
サ
ン
ゴ
礁
は
、
表

面
的
な
美
し
さ
を
越
え
て
、
多
様
な
生
物
が
棲
息
す
る
重
要

な
生
態
系
で
、
造
礁
サ
ン
ゴ
だ
け
で
も
、
三
六
三
種
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
グ
レ
ー

ト
バ
リ
ア
リ
ー
フ
全
体
の
三
三
〇
種
を
越
え
る
驚
異
的
な
多

様
性
を
示
す
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
ゴ
礁
の
基
盤
を

成
す
造
礁
サ
ン
ゴ
は
、
共
生
す
る
藻
類
の
光
合
成
生
産
物
に

頼
る
と
い
う
特
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
光
を
透
過
す
る
透

明
な
海
が
損
な
わ
れ
る
と
、
生
活
の
糧
を
絶
た
れ
て
生
育
出

来
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
赤
土
が
堆
積
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
サ
ン
ゴ
の
窒
息
を
招
い
た
り
、
岩
盤
へ
の
幼
生
の
定
着

が
阻
害
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
赤
土
に
よ
る
海
の
汚
染

が
こ
の
ま
ま
進
み
続
け
る
と
、
世
界
的
に
貴
重
な
八
重
山
の

海
の
生
態
系
が
基
盤
か
ら
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
現
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
轟
川
流
域
を
一
筆
毎
に

区
切
り
、
土
壌
、
地
形
、
作
物
、
保
全
対
策
等
の
条
件
に
つ

い
て
調
査
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
係
数
化
し
て
、
降
水

量
の
デ
ー
タ
を
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
農
務
省
で
開
発
さ
れ
た

Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
式
で
筆
別
赤
土
流
出
量
を
推
定
、
赤
土
流
出
危
険

度
マ
ッ
プ
に
取
り
ま
と
め
ま
す
。
次
に
、
降
雨
時
に
現
地
に

出
向
き
、
赤
土
流
出
状
況
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、
二
次

的
に
赤
土
流
出
が
起
き
て
い
る
場
所
の
確
認
を
し
ま
す
。
こ

の
、
現
況
調
査
結
果
か
ら
、
轟
川
流
域
か
ら
流
出
す
る
全
赤

土
流
出
量
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　
現
況
調
査
で
耕
土
流
出
が
あ
っ
た
農
地
に
つ
い
て
所
有
農

家
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
約
７
割

の
農
家
が
自
分
の
畑
か
ら
の
耕
土
流
出
を
認
識
し
て
い
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
五
十
五
％
の
農
家
が
、
何

ら
か
の
対
策
を
し
た
と
答
え
て
お
り
、
五
十
％
の
農
家
が
対

策
へ
の
効
果
を
認
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
農

家
の
意
識
と
し
て
は
、
む
し
ろ
赤
土
の
流
出
に
対
し
て
意
識

が
高
い
と
推
定
で
き
ま
す
。

　　
実
際
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
と
る
か
に
つ
い
て
、
上
記
農

家
の
対
策
等
を
も
と
に
、
植
生
帯
、
緑
肥
栽
培
等
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
別
に
赤
土
流
出
防
止
効
果
を
保
全
係
数
で
表
し
ま
す
。

係
数
は
、
沖
縄
県
衛
生
環
境
研
究
所
が
提
示
す
る
係
数
を
基

本
と
し
て
一
〜
0

の
間
で
決
定
さ
れ
、
赤
土
等
流
出
量
に

乗
じ
て
対
策
さ
れ
た
後
の
流
出
量
を
求
め
ま
す
（
保
全
対
策

な
し
は
一
、
完
全
に
留
め
ら
れ
た
ら
０
、
例
え
ば
植
生
帯
を

設
け
れ
ば
0
・
五
と
な
り
、
対
策
し
な
い
畑
の
半
分
と
い
う

計
算
を
行
い
ま
す
）
。
そ
の
他
、
地
形
対
策
に
つ
い
て
は
、

傾
斜
や
斜
面
長
等
の
修
正
、
作
物
対
策
に
つ
い
て
は
作
付
体

系
の
変
更
等
そ
れ
ぞ
れ
の
対
策
を
係
数
化
し
ま
す
。

　　
「
復
帰
直
後
は
海
が
健
全
で
あ
っ
た
」
と
い
う
聞
き
取
り

を
基
に
、
目
標
復
原
年
代
を
昭
和
四
十
八
年
に
設
定
し
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
頃
の
赤
土
流
出
量
を
航
空
写
真
等
か
ら
推
定

し
て
Ｕ
Ｓ
Ｌ
Ｅ
式
で
試
算
し
た
と
こ
ろ
上
記
現
況
赤
土
流
出

調
査
結
果
の
約
半
分
の
推
定
値
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
推
定

値
か
ら
、
目
標
は
、
今
の
流
出
量
の
「
半
分
」
と
定
め
、
そ

れ
に
よ
り
、
復
帰
直
後
の
海
を
復
原
す
る
と
い
う
計
画
を
は

じ
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
年
度
を
平
成
二
十
三
年
に
置
き
、
時
間
的
制
約
と
実

現
の
難
易
性
を
加
味
し
て
、
検
討
さ
れ
た
対
策
に
ラ
ン
ク
付

け
し
、
実
現
可
能
な
対
策
を
選
択
し
て
対
策
構
想
図
（
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
今
年
度
中
に

対
策
推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
、
評
価
・
検
証
シ
ス
テ
ム
の
検

討
を
行
い
、
来
年
度
よ
り
具
体
的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
個
々
に
実
施
さ
れ
て
き
た
赤
土
流

出
対
策
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
も
と
、
計
画
的
に
進
め
ら

れ
、
平
成
二
十
三
年
ま
で
に
、
昭
和
四
十
八
年
の
水
準
に
水

質
を
復
原
す
る
と
う
い
う
大
き
な
動
き
に
収
斂
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
こ
れ
を
契
機
に
、
関
係
機
関
が
一
層
連
携
を
強

化
し
、
地
元
農
家
等
に
よ
る
自
主
的
な
活
動
が
触
発
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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